
新エネルギー新聞2018年（平成30年）8月20日 第111号隔週 月曜日発行11

連
載
・
イ
ベ
ン
ト
・
風
力

Ｉ
Ｃ
ａ
ｎ
、Ｙ
ｏ
ｕ
Ｃ
ａ
ｎ
、Ｗ
ｅ
Ｃ
ａ
ｎ

―
―
私
・
あ
な
た
・
私
た
ち
、み
ん
な
が
出
来
る
こ
と

佐
藤
建
吉

代
表
理
事

一
般
社
団
法
人
ｅ
ｆ
ｃ
ｏ
．
ｊ
ｐ

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座

Something
NEWS
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地域の

地域による
地域のための

第㊵回

◆エネルギーイノベーションジャパン2018
会期：8月28日（火）・29日（水）▷開催時
間：10：00 ～ 17：00▷会場：マイドー
ムおおさか（大阪市中央区本町橋2番5
号）▷主催：一般財団法人省エネルギー
センター／株式会社JTBコミュニケーシ
ョンデザイン/問合せ先：03-5657-0762
（JTBコミュニケーションデザイン）

◆第1回［名古屋］オートモーティブ ワールド
（第1回［名古屋］カーエレクトロニクス技

術展／第1回［名古屋］EV・HEV 駆動システ
ム技術展／第1回［名古屋］クルマの軽量化
技術展／第1回［名古屋］自動車部品＆加工
EXPO ／第1回［名古屋］自動運転 EXPO）
会期：2018年9月5日（水）～ 7日（金）▷開
催時間：10：00 ～ 18：00（最終日のみ
17：00まで）▷会場：ポートメッセなご
や（愛知県名古屋市港区金城ふ頭2丁目
2）▷入場料：5,000円（WEB事前登録制も
しくは招待状持参で無料）▷主催：リー
ド エグジビション ジャパン株式会社/
問合せ先：＜来場に関して＞03-5302-
3141 ／＜出展に関して＞03-3349-8502

◆国際フロンティア産業メッセ2018
会期：2018年9月6日（木）・7日（金）▷開催
時間：10：00 ～ 17：00▷会場：神戸国際

展示場1・2号館（神戸ポートアイランド）
神戸市中央区港島中町6-11-1▷入場料：
無料▷主催：国際フロンティア産業メッ
セ2018実行委員会/問合せ先：06-6946-
3384（日刊工業新聞社 大阪支社 イベント
グループ「国際フロンティア産業メッセ
2018」事務局）

◆EVEX（EV・PHV普及活用技術展）2018
会期：2018年9月26日（水）～ 28（金）▷開催
時間：10：00 ～ 17：00▷会場：東京ビッ
グサイト 東ホール（東京都江東区有明
3-11-1）▷入場料：2,000円（税込）＊招待券
持参者、事前登録者は無料▷主催：EVEX実
行委員会/問合せ先：03-3503-7660（事務局）

◆[関西]スマートエネルギー Week2018（第6
回［関西］太陽電池展～ [関西]PV EXPO ～
／第6回［関西］太陽光発電システム施工
展／第5回［関西］二次電池展／第5回［関
西］スマートグリッド EXPO ／第3回［関
西］水素・燃料電池展 ～［関西］FC EXPO
～／第3回［関西］バイオマス発電展／第
2回［ 関 西 ］ 火 力 発 電EXPO ／ 第2回［ 関
西］風力発電展～［関西］WIND EXPO ～）
会期：2018年9月26日（水）～ 28（金）▷開
催時間：10：00 ～ 18：00（最終日は17：
00まで）▷会場：インテックス大阪（大阪
府大阪市住之江区南港北1-5-102）▷入場
料：Web登録・招待券持参者（招待券請求
無料）は無料＊招待券が無い場合5,000円

▷主催：リードエグジビション ジャパ
ン株式会社/問合せ先：03-3349-8576

◆第8回農業ワールド
会期：2018年10月10日（水）～ 12日（金）▷開
催時間：10：00 ～ 18：00（最終日のみ17：
00終了）▷会場：幕張メッセ（千葉市美浜区
中瀬2-1）▷主催：リード エグジビション 
ジャパン株式会社/問合せ先：03-3349-8511

◆エコテクノ2018 ～地球環境ソリューショ
ン展／エネルギー先端技術展～（第23回）
会期：2018年10月10日（水）～ 12日（金）▷開
催時間：10：00 ～ 17：00▷会場：西日本総
合展示場　新館（北九州市小倉北区浅野3-8-
1）▷入場料：無料（入場登録制）▷主催：福岡
県／北九州市／公益財団法人北九州観光コン
ベンション協会/問合せ先：主催事務局093-
511-6800（北九州観光コンベンション協会内）

◆びわ湖環境ビジネスメッセ2018
会期：2018年10月17日（水）～ 19日（金）▷
開催時間：10：00 ～ 17：00（最終日のみ
16：00まで）▷会場：長浜バイオ大学ド
ーム（滋賀県長浜市田村町1320）▷主催：
びわ湖環境ビジネスメッセ実行委員会/
問合せ先：実行委員会事務局077-528-
3793（滋賀県庁 モノづくり振興課内）

●「 一 般 社 団 法 人 新 エ ネ ル ギ ー
O&M協議会」設立記念セミナー
【東京開催】会期：2018年8月22日

（水）▷開催時間：16：00 ～ 18：
00（開場15：45 ～）▷会場：三井住
友海上火災保険 駿河台新館（東京
都千代田区神田駿河台3-11-1）▷
参加費：無料（登録制）＊設立記念
パーティー（参加無料・登録制）：
18：30 ～ 20：00【大阪開催】会
期：2018年8月29日（水）▷開催時
間：15：30 ～ 17：30（開場15：00
～）▷会場：三井住友海上火災保
険 千里ビル（大阪府豊中市新千里
西町1-2-14）▷参加費：無料（登録
制）＊設立記念パーティー（参加無
料・登録制）：18：00 ～ 19：30▷
主催：一般社団法人新エネルギー
O&M協議会/参加フォーム：http://
c.bme.jp/18/2528/127/1652

● 英 弘 精 機・ 第11回 太 陽 光 発 電
O&Mワークショップ
会期：2018年8月28日（火）▷開催時間：
13：10 ～ 16：00（受付開始12：50 ～）▷
会場：英弘精機 本社会議室／屋上（東京
都渋谷区幡ヶ谷1-21-8）▷参加費：無料

（事前申込制）▷主催：英弘精機株式会社/
問合せ先：03-3469-6714（環境機器事業部）

●平成30年度 新エネルギー人材育成研修
会(水力発電コース)
会期：2018年8月30日（木）▷開催時間：
9：20 ～ 17：30（受付開始9：00 ～）▷

会場：としま産業振興プラザ 6階 多目
的ホール（東京都豊島区西池袋2-37-4）
▷参加費：＜一般＞1万5,000円／＜賛
助会員＞1万円（参加費用にテキスト代
含む）▷主催：一般財団法人新エネルギ
ー財団 水力地熱本部/問合せ先：03-
6810-0364（代表）

●エナジー・ストレージ・サミット・ジャ
パン（ESSJ）2018
日程と概要：2018年10月16日（火）：エグ
ゼクティブデイ（招待者のみ）／ 17日

（水）：公開セミナー「エネルギー貯蔵と
スマートモビリティ」9：00 ～ 17：00

（ネットワーキング・レセプションあり
17：00 ～ 19：00）／ 18日（木）サイトツ
アー（蓄エネ施設見学ツアー：イワタニ
水素ステーションとトヨタMIRAI試乗・
竹中工務店脱炭素モデルタウン実証実
験・日産自動車本社「ゼロエミッション
社会に向けたモビリティ」）＊要・別途申
込▷セミナー会場：イイノホール（東京
都千代田区内幸町2-1-1）▷参加チケッ
ト：一日券1万円／ツアー参加券1万
5,000円▷主催：メッセ・デュッセルド
ルフ・ジャパン/オンライン申込：htt
ps://essj.messe-dus.co.jp/

新エネルギー関連
イベントカレンダー（8月～ 10月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会

展示会

▼
熱
い
八
月

本
号
の
コ
ラ
ム
投
稿
も
40

号
と
な
っ
た
。
人
生
で
い
え

ば
、
40
歳
代
は
働
き
盛
り
。

両
親
や
子
供
の
面
倒
に
手
を

焼
き
、
か
つ
仕
事
に
も
勢
い

を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
逃
げ
る
こ
と
の
で
き
な

い
世
代
で
あ
る
。
そ
の
40
号

は
、
８
月
15
日
を
目
前
に
控

え
た
執
筆
と
な
っ
た
。

８
月
は
、
日
本
人
に
と
っ

て
歴
史
的
に
も
消
す
こ
と
の

で
き
な
い
記
憶
遺
産
が
多
く

あ
る
。
広
島
と
長
崎
の
原
爆

受
難
、
御
巣
鷹
山
の
日
航
機

事
故
、
第
二
次
世
界
大
戦
の

敗
戦
＆
終
戦
等
な
ど
。

ま
た
、
甲
子
園
で
の
高
校

野
球
、
お
盆
、
各
地
の
花
火
、

夏
祭
り
等
。
盛
夏
に
開
催
さ

れ
る
年
間
行
事
は
、
日
本
人

の
精
神
に
毎
年
新
た
な
出
会

い
や
シ
ゲ
キ
を
与
え
て
い
る
。

▼
８
月
15
日

８
月
15
日
は
、
日
本
を
展

望
す
る
と
、
避
け
て
は
通
れ

な
い
一
日
。
終
戦
日
で
あ
り
、

敗
戦
日
で
あ
る
。
強
大
な
米

国
の
パ
ワ
ー
を
認
識
し
て
い

た
一
部
の
日
本
人
以
外
は
、

そ
の
日
の
出
来
事
や
そ
の
結

果
の
意
味
す
る
こ
と
を
理
解

す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

米
英
は
、
原
爆
投
下
が
早

期
終
戦
を
も
た
ら
し
、
無
駄

な
犠
牲
者
を
少
な
く
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
責
任
回
避
す

る
。
終
戦
会
議
が
行
わ
れ
た

ポ
ツ
ダ
ム
の
会
議
場
を
訪
ね

た
こ
と
が
あ
る
。
館
内
の
原

爆
投
下
の
展
示
に
も
、
そ
う

し
た
説
明
が
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
日
は
、
２
０
１
４
年
12

月
７
日
、
日
本
で
は
８
日

で
、
真
珠
湾
攻
撃
の
日
で
あ

っ
た
。
館
内
ガ
イ
ド
の
方

も
、
そ
の
こ
と
を
気
づ
い
て

い
な
か
っ
た
の
で
、
い
ろ
い

ろ
意
見
交
換
し
た
。

ポ
ツ
ダ
ム
に
は
、
中
国
人

観
光
客
も
多
い
と
い
う
。
第

二
次
世
界
大
戦
で
犠
牲
に
な

っ
た
人
は
、
軍
人
が
２
５
０

０
万
人
、
民
間
人
が
そ
の
倍

の
５
５
０
０
万
人
、
合
計
で

８
０
０
０
万
人
を
超
え
、
世

界
人
口
の
２
・
５
㌫
に
当
た

る
と
い
う
。
日
本
は
国
民
の

３
～
４
㌫
が
犠
牲
に
な
っ
た

が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
よ
う
に

16
㌫
も
の
国
民
が
犠
牲
に
な

っ
た
国
も
あ
る
。

２
０
１
８
年
夏
、
私
た
ち

は
、
戦
争
を
回
避
す
る
選
択

や
行
動
を
と
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

私
、
あ
な
た
、
そ
の
集
合

で
あ
る
私
た
ち
。
ま
た
、
第

三
者
と
し
て
の
彼
女
と
彼
、

そ
し
て
彼
ら
。
ほ
か
に
非
人

称
の
そ
れ
や
そ
れ
ら
も
、
実

は
戦
争
に
関
係
す
る
。

こ
れ
ら
を
英
語
で
は
、

Ｉ
、
Ｙ
ｏ
ｕ
、
Ｗ
ｅ
、
Ｓ
ｈ

ｅ
、
Ｈ
ｅ
、
Ｔ
ｈ
ｅ
ｙ
、
そ

し
て
Ｉ
ｔ
と
な
る
。

こ
れ
ら
が
、
出
来
る
選
択

や
行
動
と
い
う
意
味
で
、
以

下
に
Ｃ
ａ
ｎ
と
絡
め
て
述
べ

て
み
た
い
。

▼
Ｉ
Ｃ
ａ
ｎ

ま
ず
、
Ｉ
Ｃ
ａ
ｎ
を
挙
げ

よ
う
。
こ
の
つ
づ
り
は
２
０

１
７
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

を
受
賞
し
た
「
核
兵
器
廃
絶

国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
略

称
、Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
を
連
想
す
る
。

オ
ス
ロ
市
庁
舎
で
の
メ
ダ

ル
授
賞
式
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ

の
ベ
ア
ト
リ
ス
・
フ
ィ
ン
事

務
局
長
（
35
歳
）
と
、
カ
ナ

ダ
在
住
の
被
爆
者
サ
ー
ロ
ー

節
子
さ
ん
（
85
歳
）
が
出
席

し
た
。
サ
ー
ロ
ー
さ
ん
は
、

英
語
で
ス
ピ
ー
チ
し
た
が
、

一
部
を
以
下
に
引
用
す
る
。

「
核
兵
器
の
開
発
は
、
国

家
の
偉
大
さ
が
高
ま
る
こ
と

を
表
す
も
の
で
は
な
く
、
国

家
が
暗
黒
の
淵
へ
と
堕
落
す

る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

核
兵
器
は
必
要
悪
で
は
な

く
、
絶
対
悪
で
す
」。

「
核
武
装
国
の
政
府
の
皆

さ
ん
に
、
そ
し
て
、『
核
の

傘
』
な
る
も
の
の
下
で
共
犯

者
と
な
っ
て
い
る
国
々
の
政

府
の
皆
さ
ん
に
申
し
上
げ
た

い
。
私
た
ち
の
証
言
を
聞

き
、
私
た
ち
の
警
告
を
心
に

留
め
な
さ
い
。
そ
う
す
れ

ば
、
必
ず
や
、
あ
な
た
た
ち

は
行
動
す
る
こ
と
に
な
る
こ

と
を
知
る
で
し
ょ
う
。
あ
な

た
た
ち
は
皆
、
人
類
を
危
機

に
さ
ら
し
て
い
る
暴
力
シ
ス

テ
ム
の
不
可
欠
の
一
部
分
な

の
で
す
。
私
た
ち
は
皆
、
悪

の
凡
庸
さ
に
気
づ
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
」。

「
世
界
の
す
べ
て
の
国
の

大
統
領
や
首
相
た
ち
に
懇
願

し
た
い
。
核
兵
器
禁
止
条
約

に
参
加
し
、
核
に
よ
る
絶
滅

の
脅
威
を
永
遠
に
除
去
し
て

く
だ
さ
い
」。

▼
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｃ
ａ
ｎ

自
分
で
伝
え
る
こ
と
を
、

自
己
判
断
で
や
る
Ｉ
Ｃ
ａ
ｎ

に
は
一
歩
譲
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
あ
な
た
も
で
き

る
と
い
う
意
味
と
し
て
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｃ
ａ
ｎ
も
必
要
だ
。
Ｉ
と

Ｙ
ｏ
ｕ
の
関
係
は
相
補
性
で

あ
る
。
Ｕ-

ｃ
ａ
ｎ
と
書
い

て
ユ
ー
キ
ャ
ン
と
し
て
商
業

展
開
し
て
い
る
会
社
も
、
そ

う
し
た
自
発
性
を
喚
起
し
て

の
社
名
で
あ
ろ
う
。

カ
ナ
ダ
の
モ
ン
ト
リ
ウ
ォ

ー
ル
に
は
、
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｃ
Ａ
Ｎ
と

い
う
若
者
の
行
動
支
援
す
る

Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
あ
る
。
ク
ス
リ
や
バ

イ
オ
レ
ン
ス
か
ら
立
ち
直
る

支
援
を
行
っ
て
い
る
若
者
た

ち
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、
頼
も

し
く
も
あ
り
清
々
し
く
も
あ
る
。

http://www.youcan.ca/

▼
Ｗ
ｅ
Ｃ
ａ
ｎ

私
と
あ
な
た
は
、
私
た
ち

と
い
う
主
体
に
な
る
。
そ
の

意
味
で
Ｗ
ｅ
Ｃ
ａ
ｎ
も
必
須

で
あ
る
。
こ
の
用
例
も
い
ろ

い
ろ
あ
る
が
、
文
科
省
も
、

英
語
の
教
育
に
こ
の
方
策
を

利
用
し
て
い
る
。
そ
の
目
標

に
は
、「
世
界
に
適
用
す
る

子
供
を
育
て
る
。
考
え
る
子

供
、
自
分
の
意
見
が
い
え
る

子
供
、
ユ
ー
モ
ア
を
楽
し
む

子
供
を
育
て
ま
す
。」
と
あ

る
。
国
際
理
解
が
出
来
る
子

供
に
成
長
し
て
ほ
し
い
。

We Can Do It!

▼
Ｓ
ｈ
ｅ
Ｃ
ａ
ｎ
、

Ｈ
ｅ
Ｃ
ａ
ｎ

人
称
を
拡
大
す
れ
ば
、
Ｓ

ｈ
ｅ
Ｃ
ａ
ｎ
と
な
る
。
同
時

に
Ｈ
ｅ
Ｃ
ａ
ｎ
も
必
須
だ
。

こ
れ
に
関
連
し
た
組
織
も
あ

る
。
そ
こ
で
は
、
活
動
の
根

源
を
家
庭
に
求
め
、
家
庭
内

暴
力
と
性
差
別
を
発
端
と
し

て
い
る
。
国
際
戦
争
も
差
別

や
蔑
視
に
由
来
す
る
こ
と
が

あ
る
。
女
性
の
人
権
を
尊
重

す
る
視
点
こ
そ
が
平
和
に
つ

な
が
る
。

https://www.shecanhe

ａ
ｎ
で
あ
る
。
第
３
者
が
協

働
し
て
行
え
ば
パ
ワ
ー
が
大

き
く
な
る
。
こ
れ
を
冠
し
た

組
織
に
ｓ
ｏ

ｔ
ｈ
ｅ
ｙ

ｃ

ａ
ｎ
が
あ
る
。
ケ
ニ
ヤ
と
タ

ン
ザ
ニ
ア
と
い
う
貧
困
の
国

と
、
先
進
国
と
の
格
差
解
消

を
持
続
可
能
性
の
原
点
と
考

え
て
い
る
。
教
育
、
経
済
と

地
域
開
発
、
そ
し
て
個
人
の

幸
福
に
注
力
し
て
い
る
。

https://www.sotheyc
an.org/

▼
Ｉ
ｔ
Ｃ
ａ
ｎ

本
稿
で
は
、
日
本
に
お
け

る
８
月
の
意
味
を
、「
戦

争
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
考
え

て
み
た
。
戦
争
は
、
国
や
民

族
の
利
害
、
政
治
的
駆
け
引

き
に
原
因
し
て
生
じ
る
。
従

来
は
、
人
間
が
対
象
で
あ
っ

た
が
、
今
で
は
、
非
人
称
の

Ｉ
ｔ
が
大
き
な
関
わ
り
を
つ

く
り
出
し
そ
う
だ
。

Ｉ
ｔ
を
Ｉ
Ｔ
と
書
く
と
、

情
報
技
術
と
な
り
、
大
き
な

影
響
力
を
も
つ
非
人
称
の
例

だ
。
Ｉ
Ｔ
Ｃ
ａ
ｎ
は
、
戦
争

を
誘
発
せ
ず
、
平
和
で
、
安

定
で
、
持
続
可
能
な
世
界
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。
不

穏
な
時
に
、
Ｉ
ｔ
Ｃ
ａ
ｎ
が

臨
機
応
変
に
危
機
回
避
す
る

手
段
と
な
る
こ
と
を
、
サ
ー

ロ
ー
さ
ん
の
言
葉
に
重
ね
て

願
い
た
い
。

can
.org/ou

r-
m

ission

▼
Ｔ
ｈ
ｅ
ｙ
Ｃ
ａ
ｎ

次
は
、
Ｔ
ｈ
ｅ
ｙ
Ｃ


